
●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
田
久

ひ
さ
し

（
１
８
７
１
―
１
９
２
３
）
は
丹

後
宮
津
の
出
身
で
、
地
元
の
宮
津
中
学
か
ら
同

志
社
に
進
み
、
１
８
９
１
年
（
明
治
24
）
同
志

社
普
通
学
校
を
卒
業
し
た
秀
才
で
あ
る
。
同
期

生
に
日
銀
総
裁
に
な
っ
た
深
井
英
五
や
今
井
真
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幸
、
柏
井
園
ら
が
い
た
。
と
く
に
、
深
井
と
は

よ
き
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
と
し
て
お
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
あ
っ
た
間
柄
ら
し
い
。
深
井
は
回
想
録
で
、

彼
が
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
る
と

き
、
平
田
が
徳
富
蘇
峰
に
紹
介
し
て
く
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
平
田
は
「
夙
に
操そ

う

觚こ

者し
ゃ

（
新
聞

記
者
―
筆
者
注
）
た
ら
ん
こ
と
を
志
し
、
卒
業

後
国
民
新
聞
社
に
入
っ
た
が
、
大
成
に
至
ら
ず

し
て
逝
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。（『
回
顧
七
十

年
』
昭
和
16
年
　
岩
波
書
店
）

平
田
家
は
旧
宮
津
藩
（
松
平
氏
）
の
下
級
士

族
に
属
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
も
と
も
と
浜
松
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
昔
、
藩
主
が
国
替
え
を
命
ぜ

ら
れ
た
と
き
、
殿
様
に
従
っ
て
宮
津
に
引
き
移

っ
た
と
い
う
。少
年
時
代
か
ら
文
章
が
得
意
で
、

よ
く
『
国
民
之
友
』
な
ど
に
投
書
し
て
い
た
。

彼
と
同
郷
で
小
学
校
以
来
ず
っ
と
同
期
生
で
あ

っ
た
友
人
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中
学
時

代
の
平
田
は
小
柄
な
美
少
年
で
秀
才
の
誉
れ
高

い
少
年
で
あ
っ
た
。
経
済
的
な
事
情
で
、
一
時
、

白
井
と
い
う
家
の
養
子
と
な
る
が
、
同
志
社
の

四
年
次
生
か
ら
元
の
平
田
姓
に
も
ど
っ
た
。
そ

し
て
、そ
の
こ
ろ
か
ら
体
格
が
急
に
よ
く
な
り
、

才
気
を
恃た

の

む
風
が
見
え
て
き
て
、「
冷
然
と
し

て
他
を
蔑
視
せ
ん
と
し
、
自
ら
狷
介
を
誇
り
、

長
髪
を
冠
っ
て
却
々
人
の
節
制
や
学
校
の
規
則

な
ど
に
拘
束
さ
れ
な
い
」
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
（
神
谷
生
「
平
田
久
君
を
悼
む
」『
同
志
社

時
報
』
２
１
４
号
大
正
12
年
12
月
）。
こ
の
よ
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同
　
志
　
社
　
人
　
物
　
誌

101

平
　
田
　

久

―
丹
後
宮
津
出
身
の
異
才
・

未
完
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

う
に
バ
ン
カ
ラ
で
奔
放
不
羈
で
あ
っ
た
が
、
彼

は
歴
史
・
文
学
と
語
学
を
中
心
に
よ
く
勉
学
に

励
み
、
語
学
は
英
独
仏
の
三
ヵ
国
語
に
通
じ
て

い
た
と
い
う
。

彼
が
同
志
社
の
学
生
時
代
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
民
友
社
を
起
こ
し
、
文
壇
の
登
竜
門
と
い

わ
れ
た
『
国
民
之
友
』
や
『
国
民
新
聞
』
を
発

刊
し
て
、
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
あ
っ
た
徳

富
蘇
峰
の
人
気
は
大
変
な
も
の
が
あ
っ
た
。
熱

烈
な
蘇
峰
フ
ァ
ン
が
学
内
に
も
大
勢
い
た
が
、

平
田
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
後
輩
の
な
か
に

人
材
を
物
色
し
て
い
た
蘇
峰
の
目
に
と
ま
っ
た

彼
は
、
学
校
を
卒
業
す
る
と
直
ち
に
民
友
社
に

入
社
し
た
の
で
あ
る
。
処
女
作
は
明
治
25
年
に

出
版
さ
れ
た
『
伊
太
利
建
国
三
傑
』
で
、
半
年

後
に
は
三
版
が
増
刷
さ
れ
、
新
聞
『
日
本
』、

『
朝
野
新
聞
』、『
東
京
経
済
雑
誌
』、『
早
稲
田

文
学
』、『
時
事
新
報
』
な
ど
当
時
の
一
流
紙
が

挙
っ
て
書
評
を
掲
載
す
る
な
ど
、
評
判
を
博
し

た
。
か
く
し
て
、
前
途
有
望
な
若
き
民
友
社
員

に
し
て
国
民
新
聞
記
者
平
田
久
が
こ
こ
に
誕
生

し
た
の
で
あ
る
。

●
民
友
社
時
代
の
活
躍

民
友
社
時
代
の
彼
は
、
出
版
物
と
し
て
上
記

『
伊
太
利
建
国
三
傑
』
と
同
じ
年
の
明
治
25
年

に
「
十
二
文
豪
」
伝
記
シ
リ
ー
ズ
『
カ
ー
ラ
イ

ル
』
を
出
版
し
て
い
る
。
19
世
紀
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
朝
英
国
は
大
英
帝
国
の
全
盛
期
に
あ
た
り
、

七
つ
の
海
に
ま
た
が
る
広
大
な
植
民
地
か
ら
資

源
が
集
ま
り
、
世
界
の
工
場
と
し
て
繁
栄
を
謳

歌
す
る
大
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
物
質
文

明
の
発
展
の
陰
で
、
進
行
す
る
道
徳
的
頽
廃
や

精
神
文
化
の
衰
退
を
鋭
く
批
判
し
た
歴
史
哲
学

者
カ
ー
ラ
イ
ル
の
存
在
は
、
早
く
か
ら
、
内
村

鑑
三
を
は
じ
め
明
治
の
知
識
人
の
注
目
を
集
め

て
い
た
。
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
（
１
７
９

５
―
１
８
８
１
）
は
当
時
、
竹
越
三
叉
も
述
べ

て
い
る
よ
う
に
「
十
九
世
紀
の
乞
食
文
明
、
虚

偽
開
化
の
潮
流
中
に
屹き

つ

立り
つ

し
手
を
挙
げ
口
を
開

き
て
風
雲
を
叱
咤
し
、
真
実
真
理
を
教
え
た
る

明
哲
」（「
ト
ー
マ
ス
、
カ
ア
ラ
イ
ル
」）
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
19
世
紀
英

国
の
俗
物
文
明
の
象
徴
た
る

拝
金
主
義
や
虚
偽
、
軽
薄
、

浮
華
、
因
循
な
社
会
の
悪
弊

を
焼
き
払
わ
ん
と
す
る
改
革

思
想
家
の
典
型
で
あ
る
カ
ー

ラ
イ
ル
を
、
若
き
日
の
平
民

主
義
者
蘇
峰
が
、
民
友
社
出

版
物
の
重
要
な
企
画
と
し
て

打
ち
出
し
た
、「
十
二
文
豪

シ
リ
ー
ズ
」
の
一
人
に
加
え

た
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら

れ
た
人
物
は
カ
ー
ラ
イ
ル
の
ほ
か
に
、
マ
コ
ー

リ
ー
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
、
ゲ
ー
テ
、
エ
マ
ー
ソ

ン
、
ユ
ゴ
ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
ら
が
い
た
。
こ
の

文
人
伝
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
英
国
の
著
名
な

マ
ク
ミ
ラ
ン
社
の
英
国
文
人
叢
書E

n
glish

M
en

of
L

etters

と
ス
コ
ッ
ト
社
の
大
作
家
叢

書G
reat

W
riters

Series

の
二
つ
の
文
人
評
伝

叢
書
が
企
画
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
平
田

は
こ
の
重
要
な
企
画
の
第
一
弾
と
し
て
カ
ー
ラ

イ
ル
を
担
当
し
た
の
で
あ
っ
た
。
新
入
社
員
の

平
田
が
い
か
に
蘇
峰
か
ら
嘱
目
さ
れ
て
い
た

か
、
こ
の
抜
擢
か
ら
も
容
易
に
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ほ
か
に
平
田
の
歴
史
認
識
を
理
解
す
る
上
で

重
要
な
文
献
が
『
伊
太
利
建
国
三
傑
』
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
が
中
世
以
来
の
長
い
諸
国
分
烈
状
態

西
田
　
毅

（
大
学
名
誉
教
授
）

平田久



聞
社
中
に
於
て
、
最
も
春
秋
に
富
む
、
英
書
に

通
じ
、
加
う
る
に
筆
鋒
犀さ

い

利り

、
故
に
斯
書
疎そ

暢
ち
ょ
う

明
快
、
尋
常
訳
文
の
比
に
あ
ら
ず
」
と
あ

る
よ
う
に
、
本
書
は
、
マ
リ
オ
ッ
ト
の
『
伊
太

利
建
国
者
』
や
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
ブ

リ
タ
ニ
カ
に
収
め
ら
れ
た
シ
モ
ン
ズ
の
「
伊
太

利
再
建
史
」、「
マ
ッ
ジ
ニ
ー
伝
」、「
カ
ブ
ー
ル

伝
」
な
ど
の
「
纂
訳
」
書
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
は
書
き
下
ろ
し
で
は
な
く
、
明
治
時

代
の
文
献
に
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
複
数
の
文

献
を
翻
訳
し
な
が
ら
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
編

纂
し
て
出
来
上
が
っ
た
作
品
な
の
で
あ
る
。
歴

史
書
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
明
治
30
年
に
出

版
し
た
『
十
九
世
紀
外
交
史
』
が
あ
る
。

●
民
友
社
か
ら
三
井
物
産
へ

民
友
社
を
や
め
た
経
緯
は
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い

（
蘇
峰
の
国
権
論
へ
の
転
向
が
原
因
と
す
る
一

説
が
あ
る
）
が
、
退
社
後
も
両
者
の
交
わ
り
は

続
い
た
。
大
正
６
年
秋
、
蘇
峰
が
支
那
漫
遊
旅

行
を
企
て
た
と
き
、
上
海
に
立
ち
寄
っ
て
平
田

と
親
し
く
交
歓
し
て
い
る
。
平
田
は
そ
の
折
、

蘇
峰
か
ら
次
の
よ
う
な
七
言
絶
句
を
賦
し
て
色

紙
に
書
い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

少
年
意
気
欲
衝
雲

白
眼
如
今
絶
俗
群

正
是
清
霜
芳
菊
節

春
申
埠
上
又
逢
君

與
平
田
越
越
君
　
　
　
蘇
峰
学
人

ち
な
み
に
「
越
越
」
と
あ
る
の
は
、
平
田
の

雅
号
「
越
越
山
人
」
の
こ
と
で
あ
る
。
蘇
峰
も

平
田
の
狷
介
孤
高
の
気
象
を
早
く
か
ら
見
抜
い

て
い
る
様
子
が
色
紙
か
ら
感
じ
取
れ
る
。
民
友

社
を
去
っ
た
平
田
は
、
三
井
の
鈍
翁
益
田
孝

（
１
８
４
８
―
１
９
３
８
）
に
引
き
立
て
ら
れ

て
三
井
物
産
に
入
っ
た
。
東
京
本
店
か
ら
上
海

支
店
に
赴
任
し
た
の
が
１
９
１
７
年（
大
正
６
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
う
い
う
経
緯
で
益
田
翁

と
知
り
合
っ
た
の
か
、
ま
た
上
海
勤
務
の
用
向

き
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
し
い
事
情
は
わ
か

ら
な
い
。
当
時
、
三
井
物
産
上
海
支
店
で
平
田

を
出
迎
え
た
部
下
の
日
高
進
の
語
る
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
、
着
任
早
々
、
支
店
長
に
挨
拶
す
る
平

田
は
、「
時
に
私
が
上
海
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
、
元
来
私
は
、
石
炭
一
噸
、
砂
糖
一

俵
の
商
売
の
で
き
る
人
間
で
は
な
い
。
明
日
か

ら
何
を
致
す
の
で
し
ょ
う
か
」
と
人
を
食
っ
た

よ
う
な
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
師
恩
追
懐

―
故
平
田
久
先
生
の
面
影
」）。
そ
し
て
平
田
は

殆
ど
出
社
せ
ず
、
毎
日
、
日
本
人
ク
ラ
ブ
の
広

い
一
室
を
定
宿
に
し
て
と
ぐ
ろ
を
巻
き
、
自
ら

「
上
海
に
お
け
る
我
が
仮
城
郭
な
り
」
と
称
し

て
中
国
の
要
人
や
革
命
志
士
、
英
米
の
新
聞
記

者
、
得
体
の
知
れ
な
い
煽
動
家
と
い
っ
た
人
た

同
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を
脱
し
て
統
一
国
家
建
設
を
実
現
し
た
の
は
よ

う
や
く
１
８
６
１
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
近
世
史
上
、
イ
タ
リ
ア
の
建
国
と
日
本

の
明
治
維
新
は
よ
く
対
比
し
て
論
じ
ら
れ
た
。

本
書
は
イ
タ
リ
ー
建
国
の
三
傑
マ
ッ
ジ
ニ
ー

（
Ｇ
・
マ
ッ
ツ
イ
ー
ニ
）、
カ
ブ
ー
ル
、
ガ
リ
バ

ル
ジ
ー
（
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
）
の
評
伝
で
あ
る
。

平
田
は
「
マ
ッ
ジ
ニ
ー
の
熱
誠
、
カ
ブ
ー
ル
の

識
略
、
ガ
リ
バ
ル
ジ
ー
の
勇
侠
、
加
う
る
に
ウ

ィ
ク
ト
ル
、エ
ン
マ
ニ
ュ
エ
ル
王
の
英
毅
明
達
」

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
、
い
か
に
巧
み
に
組
み

合
わ
さ
っ
て
イ
タ
リ
ー
建
国
が
実
現
し
た
か
、

す
な
わ
ち
、
天
意
・
時
勢
の
働
き
が
偉
人
を
興

し
、
そ
し
て
偉
人
が
庶
民
を
動
か
し
た
道
筋
を

流
り
ゅ
う

暢
ち
ょ
う

明
快
な
文
章
に
よ
っ
て
描
き
出
し
た
。

序
文
を
寄
せ
た
蘇
峰
は
「
熟
慮
す
べ
し
、
彼
邦

の
事
歴
、
一
に
何
ぞ
、
我
邦
の
事
歴
と
相
類
似

す
る
か
を
。
彼
も
旧
邦
に
し
て
維こ

れ

命め
い

新
あ
ら
た

な
り
、

我
も
亦
た
然
り
、
彼
も
革
命
は
第
十
九
世
紀
の

下
半
に
あ
り
、
我
も
亦
た
然
り
、
彼
も
三
個
佐

命
の
元
勲
あ
り
、
我
も
亦
た
然
り
、
苟
も
霊
機

一
徹
す
れ
ば
、
彼
邦
の
建
国
を
論
ず
る
は
、
即

ち
我
邦
の
建
国
を
論
ず
る
也
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
明
治
維
新
の
三
傑
（
西
郷
、
木
戸
、
大
久

保
）
と
対
比
し
な
が
ら
本
書
を
読
む
と
き
、
甚

だ
興
味
深
い
歴
史
的
想
念
が
生
ず
る
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
蘇
峰
は
「
平
田
君
は
、
国
民
新
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ち
、
そ
し
て
日
本
側
か
ら
は
総
領
事
や
各
社
の

支
店
長
ク
ラ
ス
の
実
業
家
や
駐
在
武
官
、
浪
人

ら
も
集
ま
っ
て
き
て
、
平
田
事
務
所
は
さ
な
が

ら
「
或
る
時
は
私
設
公
使
館
、
或
る
時
は
梁
山

泊
た
る
の
奇
観
」
を
呈
し
た
と
い
う
。
時
代
は

ち
ょ
う
ど
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
五
四
運
動
や

民
衆
の
反
帝
反
封
建
運
動
が
高
ま
り
を
見
せ
る

頃
で
あ
り
、
激
動
す
る
中
国
内
部
の
形
成
を
調

査
探
索
し
て
、
言
論
機
関
や
要
路
の
人
に
向
っ

て
情
報
を
提
供
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
も
し

か
し
た
ら
対
中
国
政
策
の
秘
密
工
作
に
関
わ
っ

た
大
陸
浪
人
の
よ
う
な
仕
事
に
関
わ
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

上
海
時
代
の
平
田
が
豪
放
磊
落
、
斗
酒
な
お

辞
せ
ぬ
愛
酒
家
ぶ
り
を
発
揮
し
、
遊
興
に
ふ
け

る
生
活
を
仄
聞
し
た
旧
友
た
ち
は
、
平
田
が
初

志
を
忘
れ
、
才
子
才
に
お
ぼ
れ
て
堕
落
し
た
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

孫
文
、
唐
紹
儀
を
は
じ
め
革
命
勢
力
と
の
交

渉
も
あ
っ
た
平
田
で
あ
る
が
、
彼
の
上
海
滞
在

は
大
正
８
年
で
終
わ
り
、
同
年
春
、
東
京
へ
帰

っ
て
三
井
の
参
事
（
益
田
の
私
設
秘
書
兼
顧
問

格
）
の
閑
職
に
つ
く
。
１
９
２
１
年
（
大
正
10
）

５
月
、
三
井
を
正
式
に
退
社
し
た
あ
と
、「
共

同
印
刷
合
資
会
社
」
を
創
立
し
そ
の
社
長
に
就

任
し
た
。
印
刷
業
を
起
こ
し
た
動
機
は
、
他
日
、

独
立
自
主
の
言
論
機
関
を
作
り
た
い
と
い
う
年

来
の
希
望
で
あ
っ
た
。
他
者
か
ら
何
ら
の
掣
肘

を
受
け
な
い
自
前
の
印
刷
工
場
を
も
ち
、
普
段

は
印
刷
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
収
益
を
得
た

ら
自
ら
の
執
筆
原
稿
を
印
刷
し
て
世
に
頒
布
す

る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
単
行
本
や
週
刊
評
論

新
聞
の
発
刊
の
計
画
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
、
印
刷
会
社
の
経
営
方
針
は
ユ
ニ

ー
ク
な
「
利
潤
配
分
制
度
」
を
取
り
入
れ
た
労

使
協
調
組
織
の
経
営
方
法
と
い
う
新
機
軸
を
拓

い
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
は
毎
月
給
料
の
ほ

か
、
利
益
に
応
じ
て
利
潤
を
分
割
取
得
す
る
制

度
を
取
り
入
れ
て
労
資
問
題
の
解
決
と
労
働
運

動
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
。
自
前
の
印
刷
工
場

と
独
立
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
経
営
と
い
う
企
画
の
背

景
に
は
、
新
聞
が
民
衆
の
世
論
を
反
映
し
、
真

に
社
会
の
木
鐸
た
る
権
威
を
発
揮
す
る
に
は
、

商
業
主
義
に
毒
さ
れ
大
衆
の
嗜
好
に
媚
び
て
発

行
部
数
を
伸
ば
す
と
い
う
営
業
中
心
の
方
針
か

ら
訣
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
信
念
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
資
本
主
義
の
利
益
至
上
主

義
に
立
て
ば
、
報
道
の
新
奇
さ
や
迅
速
さ
を
競

う
あ
ま
り
、
ど
う
し
て
も
記
事
論
評
が
軽
薄
に

流
れ
、
重
厚
沈
着
な
識
見
や
判
断
に
欠
け
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
現
実
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批

判
の
姿
勢
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
今
後
生

存
の
全
部
を
新
聞
記
者
の
生
涯
に
一
致
せ
し

め
、
た
と
い
細
微
な
が
ら
も
、
日
本
に
お
け
る

新
聞
紙
の
発
達
に
向
っ
て
貢
献
す
る
と
こ
ろ
あ

ら
ん
こ
と
を
ね
が
う
」（『
新
聞
記
者
之
十
年

間
』）
と
い
う
平
田
の
初
一
念
が
貫
か
れ
て
い

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
の
初
夏
、
湘
南
の

鵠
沼
海
岸
に
あ
る
益
田
翁
別
邸
の
隣
に
新
居
を

建
設
し
、「
遠
来
軒
」
の
扁
額
を
掲
げ
た
。
和

漢
洋
万
巻
の
書
籍
を
収
め
る
石
造
り
の
土
蔵
の

書
庫
と
見
事
な
紺
色
の
煤す

す

竹だ
け

で
作
ら
れ
た
茶
室

「
萬
無
庵
」
も
あ
る
、
そ
の
家
は
、
趣
味
豊
か

な
平
田
の
人
と
な
り
を
よ
く
あ
ら
わ
し
た
脱
俗

閑
雅
な
住
ま
い
で
あ
っ
た
。
平
田
の
茶
道
の
趣

味
は
益
田
の
影
響
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
そ
こ

を
終
の
住
処
と
定
め
、「
悠
々
自
適
」
の
生
活

を
営
ま
ん
と
す
る
矢
先
の
１
９
２
３
年
（
大
正

12
）
９
月
、
関
東
大
震
災
で
あ
え
な
い
最
期
を

遂
げ
た
。
享
年
52
歳
の
働
き
盛
り
で
あ
っ
た
。

●「
益
者
三
友
あ
り
」

―
新
島
・
蘇
峰
・
益
田

論
語
に
「
益
者
三
友
あ
り
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
人
生
は
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
決
ま

る
と
い
う
が
、
平
田
が
生
涯
で
得
た
三
友
と
は

「
精
神
の
新
島
襄
先
生
、
学
問
の
徳
富
蘇
峰
先

生
、
実
業
の
益
田
孝
男
爵
」
と
日
高
進
は
述
べ

て
い
る
（
前
掲
「
師
恩
追
懐
」）。
平
田
が
青
年

期
に
出
会
っ
た
新
島
か
ら
受
け
た
影
響
と
感
化



淡
白
、
剽
軽
な
る
笑
顔
を
想
像
し
て
、
そ
の
眉

間
常
に
辛
酸
の
皺
を
蔵
し
、
そ
の
眼
底
か
っ
て

悲
哀
の
涙
を
絶
た
ざ
る
に
思
い
到
ら
ざ
る
な

り
」
と
い
い
、
一
茶
の
句
に
あ
ら
わ
れ
た
滑
稽

さ
、
軽
妙
洒
脱
な
タ
ッ
チ
（「
軽
触
」）
は
天
成

の
も
の
で
な
く
、「
彼
が
心
情
の
底
層
よ
り
湧

き
出
で
、
世
路
の
艱
難
人
情
の
反
覆
に
濾こ

さ
れ

て
、
而
し
て
後
、
滴
り
落
つ
る
清
泉
」
で
あ
る

こ
と
を
味
読
す
べ
し
と
説
い
て
い
る
。
６
歳
で

慈
母
を
失
い
、
継
母
の
虐
待
を
う
け
、
さ
ら
に
、

晩
年
に
漸
く
得
た
愛
児
を
も
失
う
と
い
う
悲
運

に
見
舞
わ
れ
た
一
茶
、
そ
し
て
故
郷
に
入
れ
ら

れ
ず
、
生
涯
を
通
じ
て
経
験
し
た
貧
困
と
の
た

た
か
い
の
中
で
な
お
失
わ
な
か
っ
た
「
清
く
優

し
き
情
愛
」
が
、
多
く
の
作
品
に
人
の
子
を
詠

み
、
子
と
親
と
の
情
愛
を
詠
じ
た
俳
句
と
な
っ

て
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
平
田
は
見
逃
さ
な
か

●
未
開
花
に
終
わ
っ
た
文
業

―『
新
聞
記
者
之
十
年
間
』

平
田
の
文
筆
活
動
は
明
治
30
年
代
の
半
ば
で

終
わ
っ
て
い
る
が
、
一
部
の
研
究
者
の
間
で
な

お
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
新
聞
記
者
之

十
年
間
』
が
筑
摩
版
明
治
文
学
全
集
の
『
民
友

社
文
学
集
』（
１
９
７
０
年
初
版
）
に
収
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。『
新
聞
記
者

之
十
年
間
』
は
明
治
35
年
に
民
友
社
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
民
友
社
時
代

に
発
表
し
た
評
論
集
を
集
め
た
も
の
で
、
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
の
性
格
を
も
つ
。
手
っ
取
り
早
く
平

田
の
文
業
を
理
解
す
る
の
に
便
利
な
本
で
あ

る
。
内
容
は
故
郷
丹
後
を
描
写
し
た
「
我
が
故

郷
」、
日
清
戦
争
従
軍
記
、
議
会
記
事
、
本
邦

最
初
の
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
伝
、「
お
ら
が

春
を
読
む
」
な
ど
政
治
・
文
芸
評
論
集
で
あ
る
。

「
お
ら
が
春
を
読
む
」
は
中
里
介
山
が
感
心

し
た
と
い
わ
れ
る
小
林
一
茶
論
で
あ
る
が
、
今

回
、
通
読
し
て
改
め
て
平
田
の
名
文
と
着
眼
点

の
鋭
さ
に
驚
い
た
。
彼
は
世
人
の
多
く
が
一
茶

の
俳
句
の
「
剽
軽
に
し
て
洒
落
な
る
」
特
質
に

目
を
奪
わ
れ
て
、
そ
の
洒
落
、
淡
白
、
脱
俗
さ

が
一
茶
の
心
中
の
耐
え
が
た
い
苦
衷
を
経
て
、

表
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
点

を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
斯
翁
の
無
私
、

同
志
社
人
物
誌
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が
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
先
師
の

理
想
と
精
神
に
つ
い
て
、
上
海
の
客
舎
、
あ
る

い
は
旅
の
道
中
、
鵠
沼
の
庵
と
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
日
高
は
聞
い
た
と
い
う
。
新
島
の
没
後
10
年

を
記
念
し
て
綴
ら
れ
た
文
章
を
引
用
し
て
み
よ

う
。「一

月
二
十
三
日
　
こ
の
日
は
実
に
特
に
一

種
神
聖
の
感
を
以
て
、
他
の
月
他
の
日
と
区
別

す
る
日
也
」
と
威
儀
を
正
し
、
若
き
日
の
平
田

は
新
島
そ
の
人
に
「
真
の
紳
士
」
の
姿
を
見
出

し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
も
し
粗そ

笨ほ
ん

余
の
如
き
に

し
て
、
尚
事
に
当
り
て
多
小
忠
実
な
ら
ん
と
期

す
る
あ
ら
ば
、
こ
れ
新
島
先
生
に
得
た
る
教
訓

也
。
も
し
放
漫
余
の
如
き
に
し
て
学
術
は
必
ず

人
情
に
合
す
べ
き
も
の
た
る
を
信
じ
、
人
情
に

合
せ
ざ
る
学
術
を
求
め
ざ
る
あ
ら
ば
、
こ
れ
先

生
に
得
た
る
教
訓
也
。
も
し
頑
鈍
余
の
如
き
に

し
て
、
尚
他
を
尊
敬
し
、
我
が
隣
人
を
愛
敬
し
、

一
般
人
類
の
尊
重
す
べ
き
も
の
な
る
を
知
り
、

如
何
に
社
会
の
下
層
に
あ
り
、
卑
賤
の
労
働
を

な
す
者
を
も
軽
侮
せ
ざ
ら
ん
と
勉
む
る
あ
ら

ば
、
こ
れ
実
に
先
生
に
得
た
る
教
訓
な
り
」
と

師
か
ら
受
け
た
教
訓
の
深
さ
に
感
謝
し
て
い

る
。
ま
た
新
島
の
感
化
力
に
つ
い
て
、「
偉
人

の
他
を
感
化
す
る
や
、
直
接
に
そ
の
人
を
感
化

し
、或
は
そ
の
人
の
存
在
す
る
境
遇
を
感
化
し
、

そ
の
人
の
呼
吸
す
る
空
気
を
感
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
間
接
に
そ
の
人
を
感
化
す
。
余
が
先
輩

は
固
よ
り
、
余
が
同
輩
及
び
余
に
後
れ
て
同
志

社
に
入
り
た
る
も
の
も
、
先
生
没
後
自
己
十
年

の
経
歴
を
回
顧
し
、
そ
の
運
命
に
幸
あ
り
不
幸

あ
る
も
、
種
々
の
際
会
に
於
い
て
、
男
子
の
面

目
を
失
墜
す
る
こ
と
な
か
り
し
を
知
り
、
以
て

自
ら
強
う
す
る
あ
ら
ば
、
新
島
先
生
の
在
り
し

同
志
社
を
追
懐
し
、
こ
の
一
月
二
十
三
日
に
於

い
て
先
生
の
教
訓
に
対
す
る
感
謝
を
禁
ず
る
能

は
ざ
る
べ
し
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
厳
粛
に
言

い
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

普
段
は
自
由
闊
達
で
直
言
径
行
の
平
田
が
、

師
恩
を
追
懐
し
、
報
謝
す
る
謙
虚
な
姿
に
、
わ

れ
わ
れ
は
明
治
の
人
の
折
り
目
正
し
い
節
義
の

厚
さ
を
感
ず
る
。
益
田
か
ら
愛
さ
れ
、
平
田
も

益
田
を
深
く
信
じ
て
三
井
の
た
め
に
尽
し
た
こ

と
は
三
井
関
係
者
が
証
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
二
人
が
何
時
、
ど
の
よ
う
に
し

て
知
り
合
っ
た
の
か
、
ま
た
三
井
時
代
の
仕
事

の
中
身
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
掌
握
し
て
い

な
い
。
中
国
滞
在
中
の
事
跡
も
不
明
で
あ
る
。

辛
亥
革
命
後
、
激
動
す
る
１
９
１
０
年
代
の
中

国
要
人
と
の
接
触
は
何
を
物
語
る
の
か
、
こ
れ

ら
は
「
国
士
」
平
田
の
側
面
に
つ
い
て
解
明
す

べ
き
将
来
の
課
題
と
い
え
よ
う
。
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っ
た
。
そ
し
て
一
茶
の
「
情
愛
」
は
人
間
の
み

な
ら
ず
、
鳥
や
獣
の
親
子
の
情
愛
に
ま
で
推
し

及
ぼ
さ
れ
た
。

「
大
勢
の
子
を
つ
れ
あ
る
く
雀
か
な
」

「
む
つ
ま
じ
や
生
ま
れ
替
ら
ば
野
辺
の
蝶
」

「
親
と
子
の
三
人
連
れ
や
帰
る
雁
」

「
ど
ん
ぐ
り
の
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
こ
ろ
り
か

な
」

こ
こ
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
農
民
詩
人
ロ

バ
ー
ト
・
バ
ー
ン
ズ
に
通
ず
る
「
直
白
」「
誠

実
」、
そ
し
て
森
羅
万
象
へ
の
「
同
情
」
が
あ

り
、「
人
情
世
帯
の
険
悪
」
に
充
ち
た
64
年
の

生
涯
に
よ
っ
て
練
成
さ
れ
た
、
滑
稽
と
風
刺
、

哀
情
（
ペ
ー
ソ
ス
）
の
芸
術
が
あ
っ
た
と
平
田

は
批
評
し
て
い
る
。
以
上
、
不
十
分
な
が
ら
文

業
の
一
端
を
紹
介
し
て
擱
筆
し
た
い
。

西
田
　
毅
（
に
し
だ
・
た
け
し
）

１
９
３
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
62
年
同
志
社
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
了
、
直
ち
に
法

学
部
助
手
に
就
任
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
74
年
か
ら
教
授
、
77
年
大
学
院
教
授
。
法
学
部
長
、

人
文
研
所
長
な
ど
歴
任
、
２
０
０
７
年
名
誉
教
授
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
北
京
日
本
学
研
究
セ

ン
タ
ー
、
武
漢
大
学
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
、
西
安
交
通
大
学
等
の
客
員
教
授
、
研
究
員
を
勤
め
る
。
日

本
政
治
学
会
、
日
本
社
会
文
学
会
理
事
等
歴
任
。
幕
末
か
ら
近
代
日
本
の
政
治
思
想
を
中
心
に
日
本
政

治
思
想
史
を
専
攻
す
る
。
主
要
著
作
と
し
て
『
竹
越
三
叉
集
』（
三
一
書
房
１
９
８
５
）、『
近
代
日
本

政
治
思
想
史
』（
編
著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
１
９
９
８
）、
岩
波
文
庫
『
新
日
本
史
』
上
下
（
岩
波
書
店

２
０
０
５
）、『
概
説
日
本
政
治
思
想
史
』（
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
２
０
０
９
）
ほ
か
。

文業リスト
平田の言論活動は明治30年代はじめの民友社退社時に終

わっているが、参考までに、著作目録を載せておく。
『実業振興策』（訳書）1891年
『カーライル』（民友社「十二文豪」シリーズ 第1巻）1892年
『伊太利建国三傑』1892年
『露西亜帝国』1895年
『十九世紀外交史』1897年
『新聞記者之十年間』1899年
その他、『宮中儀式略』1892年、『内外交際新礼式』

1899年など、毛色の変わった本もあるが、おそらく本気で
書いたものとは思えない。参考文献として、日高進「師恩
追懐―故平田久先生の面影」、『追悼集Ⅲ―同志社人物誌
大正5年～大正15年』など。

『新聞記者之十年間』の目次


